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   〔松沢成文君登壇、拍手〕 

○松沢成文君 日本維新の会の松沢成文です。会派を代表して質問をいたしま

す。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症によってお亡くなりになった方々の御冥

福と闘病されている方々へのお見舞いを衷心より申し上げます。 

 今や、新型コロナウイルスの感染は世界的なパンデミック状況で、国内にお

いても感染経路の分からない患者数は増加傾向にあり、医療崩壊への懸念が高

まっています。日本医師会も、東京、大阪の知事も、そして多くの国民も、総

理の決断を待っています。 

 特別措置法に基づく緊急事態宣言を出したとしても、都道府県知事が外出自

粛を要請できるだけで、ロックダウンと言われる都市封鎖にはなりません。し

かし、当然ながら経済に与える影響は大きい。この経済への影響を心配する総

理の気持ちも分かりますが、危機対応はツーリトル・ツーレートでは失敗しま

す。目の前まで忍び寄っている最悪の事態を想定し、国民の命を守るために先

手をしっかりと打つのが政治の責任です。 

 現状を鑑みると、早急に特別措置法に基づく緊急事態宣言を出すべきである

と考えますが、総理の認識、覚悟をお示しください。 

 次に、緊急経済対策について伺います。 

 日本維新の会は、国民の緊急の生活費を支える観点から、国民への一律現金

給付を提案しています。全ての国民にひとしく給付することによって、生活を

支えるための消費活動を促し、経済の再生を図るべきです。 

 そこで、総理に伺います。 

 現金を国民に一律十万円給付するという思い切った政策を早急に実現すべ

きと考えますが、いかがでしょうか。 

 さらに、生活に困窮している方々を対象に融資制度も必要です。マイナンバ

ー登録を条件として、毎月十万円を限度とする政府保証の無利子、無担保の個

人向け少額融資制度の導入を検討をすべきと考えますが、いかがでしょうか。 



 新型コロナウイルスによる感染拡大を終息させるためには、ワクチンと治療

薬の早期開発、早期投与が欠かせません。しかし、それらをゼロから開発をす

るのには時間が掛かります。まずは、既存薬の新型コロナに対する効能を見極

め、これを効果的に転用すべきです。重症患者への投薬を優先するのは当然で

すが、医療崩壊を防ぐために重症化する前の予防的投薬も考えなければなりま

せん。 

 そこで、加藤厚労大臣に伺います。 

 治療する医療従事者への投与や感染者が爆発的に広がっている地域住民へ

の投与を行うために、予防薬として転用できる薬を見極め、供給体制を整える

べきであると考えますが、いかがでしょうか。 

 また、現時点において、新型コロナに有効なワクチンを提供できる体制が整

うのはいつ頃になると見通しているか、お伺いいたします。 

 さて、海外の複数の研究により、たばこを吸う喫煙者は新型コロナウイルス

で重症化するリスクが高いことが明らかになっています。最新の研究では、喫

煙者は非喫煙者と比べて重症化リスクが二・一九倍、死亡リスクが何と三・二

四倍にもなると報告されています。 

 こうした研究成果に基づいて、世界保健機関、ＷＨＯやヨーロッパ疾病予防

管理センター、東京都医師会、日本禁煙学会といった多くの医療関係組織が、

新型コロナウイルスの感染や重症化を予防するために禁煙を強く推奨してい

ます。 

 そこで、政府は国民に対して、たばこを吸うことが新型コロナウイルスによ

る重症化リスクを高める危険性があるということを警告し、総理が率先して予

防策として国民に禁煙を推奨すべきであると考えますが、いかがでしょうか。

総理の見解をお伺いいたします。 

 次に、東京オリンピック・パラリンピック大会に関連して伺います。 

 この夏に開催が予定されていた東京大会が新型コロナウイルスのパンデミ

ックを受け一年程度延期されることになり、大会期間も決まりました。世界的

な感染拡大に大きな危機感を持ち、安倍総理が東京大会の延期を決断されたこ

とは、私も評価しております。しかしながら、その判断が危機管理の面で正し



かったのかという点については、疑問を持たざるを得ません。まず、一年間延

期と判断した根拠は何でしょうか。 

 次に、ＷＨＯや米国立アレルギー感染症研究所を始め日本の多くの識者もワ

クチン開発に一年以上、治療薬開発にも一、二年掛かるとしている中で、来年

の今頃までに感染が終息していると断言できるのでしょうか。感染が収まらず

一年後の開催が困難になった場合、再延期するのでしょうか、それとも中止と

なるのでしょうか。 

 また、安倍総理は終息期間は見通せない、組織委員会の森会長に至っては神

頼みだと発言していますが、極めて無責任な発言ではないでしょうか。安倍総

理の政治決断で一年延期を提案し、決定したのであれば、それが不可能になっ

た場合は政治責任を取る覚悟がありますか。完全な形での開催を実現するには、

終息期間に不安が残る一年後ではなく、終息の可能性がより高い二年後開催に

すべきであったという意見もありますが、いかがお考えでしょうか。総理の見

解を求めます。 

 次に、東京五輪組織委員会の在り方について伺います。 

 この度の延期に際して森喜朗会長の姿をテレビやインターネットで見た

方々から、お疲れの御様子とお痩せになった姿への心配の声が多数届いており

ます。 

 危機管理は、最悪の事態を想定し、そうならないように対策を用意するのが

要諦です。森会長の人脈を生かした御尽力は多とするところでありますが、健

康状態は大変厳しいと拝察いたします。立場上、人との接触も多く、新型コロ

ナの感染も心配です。万が一体調を大きく崩すことがあれば、組織委員会の運

営にも大混乱を来します。 

 また、組織委員会の理事の一人が当時の東京大会招致委員会から八億九千万

円相当の資金を受け取り、招致に向けてＩＯＣ委員に行ったロビー活動につい

て、疑惑があるとも報じられております。 

 総理に組織委員会の直接的な人事権がないのは承知しておりますが、総理は、

組織委員会顧問会議の最高顧問を務めており、組織運営に大所高所から助言で

きる立場にあります。今回の延期に伴い、組織委員会は一層大きな責任と役割



を担うことになります。 

 そこで、総理に伺います。 

 危機管理の観点から、森会長の進退も含め、組織委員会の体制を新しく見直

すべきであるという意見もありますが、総理はいかがお考えでしょうか。 

 最後に、延期に伴う追加費用について伺います。 

 組織委員会やＩＯＣは、東京大会を約一年間延期した場合、競技会場の借換

え、組織委員会職員の人件費などで最大三千億円程度が追加で必要になると試

算しているとのことです。さらに、大会後にマンションに改修する選手村やチ

ケットへの対応のほか、ボランティアや宿泊先、警備員、移動用バスの確保な

どの経費で、より多額の追加費用が必要になるのは明らかであります。 

 これを負担する可能性があるのは、ＩＯＣ、組織委員会、東京都、国の四者

です。三千億円を超える追加費用を払うには、組織委員会が用意する二百七十

億円の予備費だけではとても足りません。東京都とＩＯＣとの間で負担の議論

がなされるでしょうが、そう簡単にＩＯＣは負担をしてくれるのでしょうか。 

 そもそも、今回の五輪延期は安倍総理がＩＯＣのバッハ会長へ直接提案した

ものです。その流れからすると、日本政府も負担するものだとＩＯＣが考えて

いても不思議ではありません。 

 この多額の追加費用は誰が負担するのでしょうか。最終的に、この延期に伴

う追加費用も国民の税金で負担することになるのでしょうか。追加費用の負担

の在り方について、総理の見解を求めます。 

 以上で日本維新の会の、代表しての私の質問を終わります。（拍手） 

   〔内閣総理大臣安倍晋三君登壇、拍手〕 

○内閣総理大臣（安倍晋三君） 松沢成文議員にお答えをいたします。 

 緊急事態宣言についてお尋ねがありました。 

 緊急事態宣言は、全国的かつ急速な蔓延により国民生活及び国民経済に甚大

な影響を及ぼし、又はそのおそれがある事態が発生したと認めるときに、政府

対策本部長である私が行うこととなっております。 

 現在の国内の蔓延の状況に関しては、東京を始めとして都市部を中心に感染

者が急増し、感染経路が不明な感染者も増加しており、海外からの移入が疑わ



れる事例も多数報告されているものと承知しています。 

 緊急事態宣言との関係では、現時点ではまだ全国的かつ急速な蔓延という状

況に至っておらず、ぎりぎり持ちこたえている状況にあり、少しでも気を緩め

ればいつ急拡大してもおかしくない、まさに瀬戸際が継続している状況にある

と考えています。引き続き、時々刻々と変化する事態の先を見通しながら、国

民の命と健康を守るため必要であれば、ちゅうちょなく決断し、実行してまい

ります。 

 現金給付についてお尋ねがありました。 

 今般の緊急経済対策においては、厳しい状況に置かれた方々を対象に、この

難局を乗り切っていただくための支援を集中的に行っていくことで、地域の雇

用、働く場所をしっかりと守り抜いていきたいと考えています。 

 こうした考え方の下、現金給付については、国民全員に一律で行うのではな

く、甚大な影響を受けている中小・小規模事業者の方々や、フリーランス、個

人事業主の方々を始め、仕事が減るなどにより収入が減少し、生活に困難を来

している御家庭の方々に、そして、この困難を乗り越えていただき、事業の継

続のため、また、生活を維持していただくために必要な額をできるだけ早期に

提供したいと考えており、早急に具体策の検討を進めてまいります。 

 生活に困難を生じている方への融資制度については、既に無利子、無担保、

返済免除特約付きの緊急小口資金等の特例を創設することで、最大八十万円ま

での支援を可能としたところですが、必要な方に迅速に支援を行う観点から、

この資金の申込みに際しては、マイナンバーの登録等は必ずしも要件とはして

おりません。 

 新型コロナウイルス感染症の重症化リスクと喫煙についてお尋ねがありま

した。 

 御指摘のとおり、新型コロナウイルスによる肺炎の重症化リスクと喫煙との

関連を示唆する知見があり、ＷＨＯも喫煙を避けるよう呼びかけていると承知

しております。 

 このため、現在、厚生労働省において、ホームページを通じてこうした関連

性について情報提供に努めているところですが、エビデンスの蓄積も踏まえて、



引き続き必要な注意喚起をしてまいります。 

 折しも、本年四月一日から改正健康増進法が全面施行されたところであり、

政府としては、受動喫煙対策の強化や喫煙、支援について更に取り組んでまい

ります。 

 東京大会の延期、大会組織委員会、追加費用についてお尋ねがありました。 

 東京大会の延期については、世界のアスリートが万全のコンディションでプ

レーを行い、観客の皆さんにとっても安心で安全な大会としていく、すなわち

完全な形で実施していくためには、世界における感染の広がりを勘案すると数

か月程度の時間では困難であり、ある程度の時間を要せざるを得ません。他方、

例えば二年といった余りに長期の延長となれば、もはや二〇二〇年東京大会へ

のモメンタムが失われ、別の大会のようになってしまう懸念があることから、

先月、ＩＯＣバッハ会長と直接会談し、私から、おおむね一年程度の延期を提

案、合意に至ったものであります。 

 また、人類がコロナウイルスに打ちかったあかしとしてのこの東京大会の完

全な形での実施に向けて、先般開催されたＧ７やＧ20 で、私から、国際社会と

ともに、治療薬やワクチンの開発に全力を挙げて取り組むことを強く主張し、

合意を得たところであります。 

 大会組織委員会の組織や人事の在り方については、民間団体に係ることであ

り、本来、政府としてのコメントは差し控えさせていただくべき事柄でありま

すが、御承知のように、森会長はこの東京大会の実現に心血を注いでこられた

方であり、大変な御貢献もしてこられました。これまで幾多の困難を乗り越え

て、全身全霊を注いで東京大会の開催に向けて心血を注いでこられた森会長を

始め、大会組織委員会の皆様を、政府として全力で支援してまいります。 

 東京大会の延期に伴う追加的経費については、大会組織委員会や東京都を中

心に、その内容の精査が進められているものと承知しており、政府としては、

その検討状況を注視してまいります。 

 残余の質問につきましては、関係大臣から答弁させます。（拍手） 

   〔国務大臣加藤勝信君登壇、拍手〕 

○国務大臣（加藤勝信君） 松沢成文議員より、新型コロナウイルス感染症に



関して、予防投与、ワクチンの開発、提供体制の整備の見通しについてお尋ね

がありました。 

 まず、ワクチンでありますが、ワクチンの開発においては、基礎研究、非臨

床試験、臨床試験の大きく三つに分かれております。現在、我が国では基礎研

究の段階でありますが、その一部についてはワクチン候補の作成が終了し、今

月以降、動物を用いた有効性評価が開始できると聞いております。その開発の

結果、実用化されるまでには一般的に年単位の期間を要するとされております。

これを早期に実用化するためには、開発の促進のみならず、承認手続における

迅速な対応も必要と考えております。 

 また、治療薬、予防薬の開発については、抗ＨＩＶ治療薬、抗インフルエン

ザ治療薬、ぜんそく治療薬等の既存の治療薬の新型コロナウイルスに対する効

果に関して観察研究や臨床研究等が行われており、その結果を踏まえ、予防薬

として転用できる薬を見極める必要があると考えております。 

 総理から、来週にも取りまとめられる緊急経済対策において、感染拡大防止

策と医療提供体制の整備とともに、治療薬、ワクチン等の開発について取りま

とめるよう指示を受けたところであり、厚生労働省としては、各研究機関等と

協力をし、治療薬、ワクチン等の研究開発が促進されるように引き続き取り組

んでいきたいと考えております。（拍手） 


